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中
井
会
長
が
挨
拶
で
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
県
青
連
事

業
の
運
営
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　
令
和
５
年
度
は
「IM

PU
LSE of PA

SSIO
N
 

〜
愛
顔
（
え
が

お
）
を
胸
に
情
熱
を
持
っ
て
イ
ン
パ
ル
ス
活
動
を
〜
」
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
①
部
員
増
強
並
び
に
組
織
の
活
性
化
と
多
様
化
②
地

域
振
興
発
展
③IM

PU
LSE

版 Google W
orkspace

（GW
S

）の

推
進
等
を
重
点
目
標
と
し
た
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
議
事
終
了
後
、
中
瀬
淳
哉

さ
ん
（
入
善
町
）、
小
澤
高
夫
さ
ん

（
富
山
市
南
）
に
対
し
、
柳
川
賞

の
表
彰
授
与
が
行
わ
れ
た
。

　
４
月
25
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
中
井
将
司
会
長
）、

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
水
口
芳
美
会
長
）
の
令
和
５
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
青
年
部
連
合
会
長
に
和
田
美
樹
さ
ん
（
新
、
射

水
市
）、
女
性
部
連
合
会
長
に
水
口
芳
美
さ
ん
（
再
、
南
砺
市
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

　
県
商
工
会
連
合
会
は
、
４
月
７
日

（
金
）・
14
日（
金
）
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
新
入
社
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
企
業
の
新
入
社
員

が
企
業
人
・
組
織
人
と
し
て
の
基
本
的

姿
勢
や
マ
ナ
ー
・
心
構
え
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
を
学
び
資

質
向
上
を
図
り
、
即
戦
力
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
10
年
以
上
に
わ
た
り

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
の

参
加
者
は
、
県
内
20
企
業
企
業
の
新
入

社
員
等
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
一
講
座
目
で
は
、
ヒ
ュ
ー

マ
ッ
ク
ス
経
営
考
房
の
中
小
企
業
診
断

士
　
羽
田
野
正
博
氏
よ
り
「
社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
」
と
題
し
て
、
各
自
が

主
体
的
に
仕
事
に

取
り
組
む
た
め
に
、

働
く
こ
と
の
意
味

や
未
来
志
向
で
自

分
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
二
講
座
目
で
は
、

金
融
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
横
山
純

子
氏
よ
り
「
新
社
会
人
の
た
め
の
人
生

を
豊
か
に
生
き
る
金
融
知
識
」
と
題
し

て
、
公
的
年
金
の
仕
組
み
や
資
産
形
成

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
三
講
座
目
で
は
、
Ａ
ｓ
ｔ
ｉ
（
ア
ス

テ
ィ
）
代
表
の
松
原
し
の
ぶ
氏
に
よ
り

「
良
好
な
人
間
関
係
が
築
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」
と
題
し
て
、
参

加
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
基
本
姿
勢
、

挨
拶
の
仕
方
等
、
実
際
に
参
加
者
同
士

で
行
う
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
中
心
に

実
践
的
な
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
講
義
終
了
後
、
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
し
、
「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

を
見
直
し
、
大
切
な
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想

を
頂
き
ま
し
た
。

松原先生の講座の様子

令
和
５
年
度
　
新
入
社
員
研
修
会
開
催

商
工
会
が
地
域
企
業
の
新
入
社
員
研
修
を
支
援
！

即
戦
力
人
材
の
育
成
へ

青
年
部
連
合
会
総
会

　
水
口
会
長
が
、
昨
年
度
実
施
し
た
県
女
連
事
業
や
結
成
60
周

年
記
念
事
業
な
ど
へ
の
運
営
協
力
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
今
後

も
県
下
女
性
部
員
が
一
丸
と
な
り
一
同
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

事
業
を
遂
行
し
て
い
く
旨
の
方
針
を
述
べ
た
。

　
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
、

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

女
性
部
連
合
会
総
会

　
同
日
両
部
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
合
同
総
会
を
開
催
。
合

同
総
会
で
は
齋
木
県
商
工
労
働
次
長
、
宮
本
県
連
合
会
長
よ
り

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

青
年
部
女
性
部
合
同
総
会

会
　
長 
水
口
　
芳
美
（
南
砺
市
） 

副
会
長 

柚
木
美
恵
子
（
朝
日
町
） 

　
　
　 

野
口
　
康
代
（
富
山
市
北
） 

　 

木
村
　
雅
子
（
射
水
市
） 

　 

坂
井
　
朱
美
（
庄
川
町
） 

監
事 

平
井
　
潤
子
（
上
市
町
） 

　 

福
原
　
智
子
（
小
矢
部
市
） 

理
　
事 

上
田
　
　
環
（
入
善
町
） 

　 

寺
林
　
昭
子
（
立
山
舟
橋
） 

　 

森
元
　
早
月
（
富
山
市
南
） 

　 

小
林
真
佐
子
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　 

吉
川
　
雅
恵
（
富
山
市
北
） 

　 

八
箇
か
の
子
（
射
水
市
） 

　 

村
上
委
千
子
（
高
岡
市
） 

　 

太
田
由
和
里
（
庄
川
町
） 

　 

山
田
智
恵
子
（
南
砺
市
） 

〈
女
性
部
〉
新
役
員
（
敬
称
略
）

会
　
長 

和
田
　
美
樹
（
射
水
市
）

副
会
長 

室
　
友
理
恵
（
入
善
町
）

　
　
　 

平
　
　
一
輝
（
富
山
市
北
）

　
　
　 

田
地
　
広
大
（
射
水
市
）

　
　
　 

柴
田
　
泰
利
（
庄
川
町
）

監
　
事 

中
田
　
雄
大
（
上
市
町
）

　 

嶋
田
　
充
宏
（
南
砺
市
）

理
　
事 

水
島
　
陽
介
（
朝
日
町
）

　
　 

中
村
　
智
也
（
入
善
町
）

　
　 

高
平
　
　
尚
（
立
山
舟
橋
）

　
　 

中
村
　
俊
介
（
富
山
市
南
）

　
　 

谷
井
　
拓
也
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　
　 

青
石
　
和
晃
（
富
山
市
北
）

　
　 

本
井
　
寿
幸
（
射
水
市
）

　
　 

高
桑
　
茂
和
（
高
岡
市
）

　
　 

清
水
　
大
介
（
小
矢
部
市
）

　
　 

神
下
　
大
智
（
庄
川
町
）

〈
青
年
部
〉
新
役
員
（
敬
称
略
）

青年部連合会会長
和田　美樹 氏
（射水市）

女性部連合会会長
水口　芳美 氏
（南砺市）

令
和
５
年
度
　
青
年
部
女
性
部
連
合
会
総
会
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ご相談については、各商工会へお問い合わせください

回
1
第

　
こ
れ
か
ら
本
稿
を
担
当
し
ま
す
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
の
吉
田
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
、
た
だ
い
ま
旬
な
イ
ン
ボ
イ
ス
の
I
T

化
に
つ
い
て
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
I
T
化
は
不
要
で
す

「
イ
ン
ボ
イ
ス
に
な
る
と
シ
ス
テ
ム
で
請
求
書
を
発
行

し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
？
」

と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
結
論
を
言
う
と
、
シ
ス
テ
ム
で
請
求
書
を
発
行
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登
録
番
号
は
手
書
き
で
も
O
K

で
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
請
求
書
に
登
録
番
号
を

追
加
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
イ
ン
ボ
イ
ス
に

対
応
し
た
請
求
書
（
適
格
請
求
書
）
の
発
行
は
10
月
１

日
前
で
も
O
K
で
す
。
既
に
登
録
番
号
を
記
載
し
た
請

求
書
を
発
行
し
て
い
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

（
蛇
足
で
す
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
開
始
ま
で
５
ヶ
月
を

切
り
ま
し
た
。
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
、
ま
だ
準

備
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
さ
ん
は
、
商
工
会
さ
ん
に

相
談
す
る
な
ど
、
早
急
に
対
応
を
進
め
て
く
だ
さ
い
）

「
I
T
導
入
補
助
金
2
0
2
3 

デ
ジ
タ
ル
化
基
盤
導

入
類
型
」
が
お
勧
め
で
す

　
前
述
の
と
お
り
、
請
求
書
に
限
ら
ず
、
イ
ン
ボ
イ
ス

で
何
か
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
通
り
で
O
K
で
す
。
が
、
イ
ン
ボ
イ

ス
対
応
の
支
援
策
と
し
て
「
I
T
導
入
補
助
金

2
0
2
3
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
な
か
の
「
デ
ジ
タ
ル

化
基
盤
導
入
類
型
」（
下
図
赤
枠
部
）
が
非
常
に
有
益

な
の
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
I
T
化
を
考
え
て

い
る
方
に
は
特
に
お
勧
め
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
I
T
化
は
必
要
？

IT編

北陸コンピュータ・サービス株式会社勤務を経
て独立。
NPO法人ITコーディネータ富山会長、一般社
団法人日本販売士協会理事、富山販売士協会
事務局長。
富山県商工会連合会スーパーバイザー

吉田　誠代表取締役

 

 

 

ITコーディネータ　一級販売士（登録講師）

株式会社よしだまこと事務所

有
益
な
点

・
補
助
率
が
高
い
（
他
は
1
/
2
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
基
盤
導

入
類
型
は
3
/
4
、
2
/
3
で
あ
る
）

・
採
択
率
が
高
い
（
I
T
導
入
補
助
金
2
0
2
2
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
基
盤
導
入
類
型
の
採
択
率
は
80
%
以
上
）

・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
も
対
象
（
た
だ
し
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
単
独
の

申
請
は
不
可
。
I
T
ツ
ー
ル
必
須
）

・
１
ヶ
月
に
約
２
回
締
切
が
あ
る
（
申
請
の
機
会
が
多
い
）

注
意
点

・
デ
ジ
タ
ル
化
基
盤
導
入
類
型
は
、
会
計
や
受
発
注
、
決
済
、

E
C
ソ
フ
ト
な
ど
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
わ
る
業
務
が
対
象

・
申
請
に
G
ビ
ズ
I
D
が
必
要
（
取
得
に
2
週
間
程
度
必
要
）

・
I
T
導
入
補
助
金
事
務
局
に
登
録
さ
れ
た
I
T
ツ
ー
ル
し

か
利
用
で
き
な
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
対
象
外
）

・
I
T
ツ
ー
ル
を
販
売
し
て
い
る
I
T
導
入
支
援
者
（
I
T
ベ

ン
ダ
ー
）
に
よ
る
代
理
申
請
。
よ
っ
て
、
I
T
導
入
支
援
者

の
選
考
、
特
に
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
は
注
意
が
必
要
（
訪
問
可

否
、
県
内
外
な
ど
）

　
以
上
、
ポ
イ
ン
ト
の
み
の
ご
紹
介
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

を
検
討
の
際
は
商
工
会
さ
ん
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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❶ 離職する従業員の方の再就職をサポート
❷ 人材を確保したい企業に対するサポート
❸ 雇用を維持するための在籍型出向をサポート

❹ 人材育成やキャリアアップの出向をサポート
❺ 60歳以上の方のための「キャリア人材バンク」
❻ 社員のスキルアップ・研修のためのセミナー

6 働くつの取り組みで と雇用をサポート

お気軽にお問合せ
ください

■長期コース

■短期コース

2023とやま中小企業人材育成カレッジ 研修一覧
事業後継者、管理職、職場リーダ等、企業における経営リーダーの育成コースとして、経営全般及び財務・労
務・営業等の「知識とスキル」をバランス良く習得するとともに、組織を向上させる当事者としての「マインド」

の形成を目指す講座です。毎年、新たな情報や手法を取り入れながら実施している本カレッジ自慢の研修コースです。

締  切  日コース 講　　座　　名 開　催　日 定員 受講料(税込)

新時代の働き方・組織・リーダーシップ 6/8㈭～11/9㈭
（21日間） 25 99,000円 5/19㈮

やる気を引き出すリーダーシップ 6/6㈫･6/7㈬・7/3㈪
（3日間） 40 19,800円

若手社員働き方改革セミナー 6/27㈫･6/28㈬
（２日間） 40 13,200円

女性リーダーのための
　　　　　　　　ステップアップセミナー

7/20㈭･7/21㈮
（２日間） 30 13,200円

人とチームが成長する対話力を高める 8/28㈪･8/29㈫
（２日間） 40 13,200円

ビジネスパーソンが身に付けたい
　　　　　　　　問題解決力強化セミナー

9/5㈫･9/6㈬
（２日間） 30 13,200円

5/19㈮

6/9㈮

6/30㈮

8/7㈪

8/21㈪

決算書の読み方と活かし方 8/8㈫・8/9㈬
（２日間） 30 13,200円

～人が集まる！魅力ある職場環境づくり～
労務管理講座（基礎編）

8/22㈫･8/23㈬
（２日間） 30 13,200円

5S講座基礎編
～実践から学ぶ５Sの面白さ～

9/12㈫･9/13㈬
（２日間） 30 13,200円

相手の心の動きを手に取る
　　　　　　トップセールスの心理学研修

10/4㈬･10/5㈭
（２日間）

講　　　師

(13講座９講師を予定)

人財教育家・メンタルコーチ
　　　　　　　  飯山　晄朗 氏
㈱セルフ・インプルーブ代表取締役
　　　　　　　  和田　　勉 氏

㈱ウーノ・アクティブ代表取締役
　　　　　　　  東谷　由香 氏
㈱D-ダイアローグ代表取締役
　　　　　　　  佐藤　慶子 氏
㈱キャラウィット代表取締役
　　　　　　　  上岡実弥子 氏

合同会社リレーションサポート代表
　　　　　　　  長瀬あさみ 氏

社会保険労務士法人トゥービーワーク代表
　　　　　　　  柳沢　　隆 氏

㈱ジェック経営コンサルタント取締役部長
　　　　　　　  高田　忠直 氏

スマイルスイッチ代表
　　　　　　　  大久保邦恵 氏 30 13,200円

7/18㈫

8/2㈬

8/23㈬

9/13㈬

【開催時間】
  全コース原則として、9：30～16：30です。（１時間の昼休みを含みます。）
 ［ 長期コースにおいて、初日は、開始・終了時刻が若干異なります。］

【会　　場】富山県中小企業研修センター（富山市赤江町１-７）
とやま中小企業人材育成カレッジ（富山県商工会連合会内） 
TEL 076-441-2716 / FAX 076-433-8031

お問い合わせ先

経営リーダー育成講座【１講座】

先が見通せない時代において、的確に自社の営業成績や財務状況を把握することは今まで以上に大切になっています。まずは、財
務諸表への苦手意識を取り払い、会計情報を経営に生かすための講座です。また、昨今の原価（経費）高騰への対応策も学びます。財務管理講座【１講座】

コロナ感染や働き方改革等で職場の労働環境は大きく変化しています。また、人手不足やハラスメント対策など新たな課題も
生まれる中で、労務管理者や担当者が押さえておくべき労務管理を学ぶとともに、今の時代にあった良好な職場環境づくりに
ついて学びます。

労務管理講座【１講座】

職場や作業現場においてムダをなくすことは、生産性と作業効率を上げ、利益を生み、安全で安心な職場をつくります。そ
の有効な取組みとして５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を理解し、その活動の実践と継続のためのポイントを学びます。生産性向上講座【１講座】

モノの売れない時代、やる気とガッツだけでは営業成績は上がりません。訪問であろうが、店頭、電話、ネットであろうが、実績
を挙げているトップセールスは販売心理を上手に駆使しています。そのセールスセンスやスキルを学び活かすための講座です。営業力強化講座【１講座】

人材は企業にとって「資源」であり「資本」です。その「資本」に付加価値をつける人材育成は不可欠であり
急務です。今年も組織の活性化に必要な「リーダーシップ」や「コミュニケーション能力」を高め「主体性」

「チャレンジ精神」を磨くことを目指した講座を用意しました。

組織・マネジメント講座【５講座】

※本講座でとやまリスキリング補助金の対象になる場合があります。問い合わせは富山県商工労働部労働政策課TEL：076-444-3259へ
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小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする

中小企業景況調査結果 （2023年1月～3月期実績・2023年4月～6月期予想）

前期比、製造業は好転、建設業・小売業・サービス業は悪化

業況天気図 （注）D.I とは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。

2021年 2022年
4月～6月 4月～6月7月～9月

（今期）
10月～12月

（予想）
2023年1月～3月4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～３月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

　今期の業況判断Ｄ.Ｉは、製造業△3.2（前期比+6.5ポイント）は好転し、建設業△25.0（同-10.0
ポイント）、小売業△35.0（同-22.5ポイント）、サービス業△22.5（同-0.5ポイント）は悪化した。
　来期は、製造業△3.2（当期比±0.0ポイント）、建設業△25.0（同±0.0ポイント）は横ばい、小
売業△32.5（同+2.5ポイント）は好転、サービス業△25.4（同-2.9ポイント）は悪化を予想している。
　調査企業からは、「原材料価格やエネルギーコストの上昇が止まらない」、「人件費の増大、材
料費の高騰、電気代などの光熱費の負担が大きく苦慮している」、「コロナの落ち着きとともに客
足がもどりつつある」、「仕入れ価格の上昇、光熱費の高騰などに対応するため、メニュー料金の
改定を予定している」などのコメントが寄せられた。　

渋谷　美琴
所属：富山市南商工会
　　　大沢野細入支部センター
　　 （経営支援員）
趣味：スイーツを沢山食べること
ひとこと：明るく元気に多くの方
といい人間関係を築きたいです。

しぶ　や み　こと

杉森　大志
所属：小矢部市商工会
　　　小矢部支所（経営支援員）
趣味：食べ歩き・カラオケ・釣り
ひとこと：人と話すことは好きで
すが、話術が拙いので日々の業
務で磨き上げられるように頑張
ります。

すぎ もり たい　じ

稗内　逸暉
所属：富山県商工会連合会
　　　経営支援課（経営指導員研修生）
趣味：休日の軽いランニング
ひとこと：まだ至らぬことが多々
あると思いますが、日々先輩や
上司を見て見習うべきことを吸
収していきたいです。

ひえ ない いつ　き

得能　あやな
所属：富山市北商工会
　　　水橋支所（経営支援員）
趣味：音楽鑑賞・ダンス
ひとこと：自分の持ち前の明るさ、
元気さを活かして笑顔で精一杯
頑張ります。

とくのう

新入職員紹介 　令和5年４月に新規採用となり、県連合会および各商工会に配属された4名の新入
職員をご紹介します。よろしくお願いします！！
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令和5年度  とやま中小企業チャレンジファンド事業のご案内
　富山県と県内11の金融機関の連携により（公財）富山県新世紀産業機構に設置した
ファンドの運用益を活用し、県内中小企業が行う新商品開発や新たな販路開拓等を
支援します！　　　

■募集開始　5月中旬頃

対 象 者

対象事業

対象経費

助 成 率

上 限

中小企業者及び中小企業者のグ
ループ

新商品・新技術の研究開発等に
よる競争力強化の取組み
※ただし、販路開拓経費は対象外

研究開発費、謝金・旅費、その他
経費

1/2

200万円（工具器具・備品費の
助成額は上限100万円）

■ ものづくり研究開発支援事業
対 象 者

対象事業

対象経費

助 成 率

上 限

中小企業者等と農林漁業者との連携体

「稼げる農林水産業」を実現するため、中小企業
者等と農林漁業者が連携し、双方の経営資源を
活用した①新商品・新サービスを開発する事業、
②①に合わせて行う販路開拓（県外・国外）事業
※ただし、販売を主たる目的とする展示会等への出
展経費は対象外

研究開発費、謝金、旅費、見本市等出展経費、
その他経費

２／３

200万円（工具器具・備品費の助成額は上限
100万円）

■ 農商工連携推進事業

対 象 者

対象事業

対象経費

助 成 率

上 限

中小企業者及び中小企業者のグループ

産地の技術や農林水産品、観光資源
など県が指定する地域資源を活用し
た①新商品・新サービスを開発する
事業、②①に合わせて行う販路開拓
（県外・国外）事業
※ただし、販売を主たる目的とする展示
会等への出展経費は対象外

研究開発費、謝金、旅費、見本市等
出展経費、その他経費

１／２

300万円（工具器具・備品費の助成額
は上限100万円）

■ 地域資源活用事業
対 象 者

対象事業

対象経費

助 成 率

上 限

中小企業者及び中小企業のグループ　　
　　
県外又は国外の見本市・展示会等への出
展事業 
※ただし、販売を主たる目的とする事業は対
象外

見本市等出展経費、旅費、その他経費

１／３

a.県外分 25万円、首都圏（東京、神奈川、千葉、
埼玉）の展示会等に出展する場合は35万円
b.国外分 50万円、c.県外分＋国外分 50
万円（うち県外分助成額は上限25万円）

■ 販路開拓挑戦応援事業

イベント名 開催日 お問合せ先

ふれあい青空市「やまだの案山子」

庄川観光祭（庄川峡花火大会）

なりひら風の市

6月（月・火・水・土・日）

６月３日（土）・4日（日）

６月1０日（土）

やまだの案山子

庄川町商工会

富山市八尾山田商工会

０７６－４５７－２３３３

０７６３－８２－１１５５

０７６－４５５－３１８１

※詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

6月各地のイベント

※花火大会6月3日

※募集開始日・事業の詳細は富山県新世紀産業機構HPで公表します

※本事業は採択年度の翌年度、翌々年度は対象外（＝令
和3、4年度年度採択者は対象外）
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地域とともに、未来を紡ぐサポーター

金融支援

経営支援
など

創業支援
事業承継

TEL：（076）423-3171（代表）  検索富山県信用保証協会

お気軽に
ご相談ください

対 象 者

対象事業

対象経費
　
助 成 率

上 限

小規模企業者及び小規模企業者のグループ

⑴ 新商品・新技術の研究開発に係る事業　⑵販路開拓事業　⑶人材育成事業
　
設備整備費、研究開発費、謝金・旅費、見本市等出展経費、その他経費
　
1/2
　
50万円（設備整備費、工具器具・備品費の助成額の上限は25万円） 
a.県外分 25万円、首都圏（東京、神奈川、千葉、埼玉）の展示会等に出展する場合は35万円
b.国外分 50万円、c.県外分＋国外分 50万円（うち県外分助成額は上限25万円）

■ 小さな元気企業応援事業（研究開発、販路開拓、人材育成事業）

（公財）富山県新世紀産業機構　経営支援課　Tel.076-444-5605

小規模企業向け

総合窓口

富山県特例子会社セミナーのご案内とやまリスキリング補助金

企業が行う「リスキリング」(従業員の再教育）の取組みを支援します！

■申請・問い合わせ先

富山県商工労働部労働政策課　〒930-8501　富山市新総曲輪１-７
TEL：076-444-3259　　E-mail：arodoseisaku@pref.toyama.lg.jp

■ 生産性向上等を目的とした教育訓練に幅広く対応 
■ 受講しやすい短期間の教育訓練が対象（夜間・休日もOK）
■ 手厚い補助内容、手続きはシンプルかつ事後申請
■ リスキリングに活用できる教育訓練は県内にも充実

リスさん キリンさん

詳細は、県HPまで！

本補助金のポイント

要件：
 10時間未満の教育訓練
※令和５年４月以降、本補
助金の対象となる訓練時
間数は一律10時間未満
となります。

補助率・補助額 補助限度額

７５％
１社あたり
１年度
１００万円１人１時間あたり

９６０円

経 費

賃 金

※掲載内容は一部変更となる可能性があります。
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